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『歴史文化社会論講座紀要』投稿規定

１．投稿資格は、原則として、京都大学大学院人間・環境学研究科歴史文化社会
論講座（以下、「本講座」と略）所属の教員、大学院生（元大学院生を含む）、
および本講座教員が推薦し講座会議で承認されたものとする。ただし本講座
に関わる教員の共著者として、それ以外のものを含むことができる。

２．原稿は、本講座と関わる研究論文等で未発表のものに限る。二重投稿は認め
ない。

３．掲載原稿は、原則として京都大学学術情報リポジトリに登録・公開するもの
とする。ただし、執筆者の要望により公開しないことも可能である。

４．編集委員会は、投稿原稿について学内外の複数名に査読を依頼する。査読者は、
①採用　②語句の一部修正により採用　③内容面にわたる修正の上採用　④
不採用　を判断する。

５．投稿原稿の採否は、査読結果を基に編集委員会が決定する。

６．投稿原稿は、日本語の場合 400 字詰原稿用紙換算で 60 枚以内、欧文の場合
8,000 語以内を目安とする。

７．投稿予定者は、毎年 9月末日までに編集委員または本講座教員に投稿予定表
（別添）を提出のこと。投稿締め切りは毎年 10 月 15 日とする。

８．投稿原稿は、コピー 2部（計 3 部）に、電子メディア（使用ソフト名明記）
を添えて、編集委員のメールボックス（専攻事務室内）に提出し、あわせて
電子メールに同原稿のファイルを添付して編集委員のメールアドレス宛に送
信すること。日本語の場合、A4 判の用紙に 40 字× 30 行でプリントアウト（縦
書き・横書きいずれでも可）し、400 字詰に換算した分量（縦横各 20 字で一
枚と計算、その総計枚数）を明記。欧文の場合、A4 判の用紙に 30 行でプリ
ントアウトし、総語数を明記。各頁には通し番号を記入し、注はすべて原稿
の末尾につけること（脚注にはしない）。併せて、英文タイトル、執筆者名の
英語表記、現職名（大学院生は所属名）を添える。

９．投稿原稿は完全原稿で提出のこと。著者による校正は再校までとし、校正時
における大幅な加筆・訂正は認めない。

10．著者には本誌 5部、抜刷 30 部を贈呈する。それを超える分の抜刷については、
著者の自己負担とする。
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